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【アブスト】 

低質量の小さな銀河は、内部のDM密度がcuspyだと予想されている。ここでは、‘Engineering Dwarf Galaxies at the Edge of galaxy formation’ （EDGE）プロジェクトの高解像度

（3pc）宇宙シミュレーションから得られた、暗い矮小銀河（ ）を研究する。これらの銀河は𝑧 = 0で急峻なDM密度プロファイルを持っていることを確認
し、一部は観測される銀河に似たHIガスを持つことがわかった。星形成銀河ではHIガスの回転が短命(≦150Myr)だが、静止銀河では長寿命(≧500Myr)で、DMの推論の理想的なターゲッ
トとなる。この安定したガスのディスクは、高角運動量ガス流を駆動する扁平なDMハローの形状に支えられている。

104 ≦ M★ ≦ 2 × 106(M⊙)

【オリジナリティ】 HIガスの回転曲線と矮小銀河の星形成に注目している点【ゴール】 　DMの性質、密度分布の理解  

【結果】 

接線ガス速度𝑣𝜙,𝑔、円軌道速度𝑣circ、等温音速𝑐𝑠、ガス乱流速度𝜎turb, gを計算
・図3:矮小銀河の𝑣𝜙,𝑔/𝑣circおよび𝑣𝜙,𝑔/𝜎efの時間進化
   →静止銀河(茶)は安定した運動を持っている
・図4:'Halo 600'の𝑡 = 13.07 Gyrでのガス速度、表面密度および温度、HI柱密度マップ
・図5:'Halo 624’での𝑧 = 0時点の回転曲線と、ガスの温度と面密度の放射状および垂直
プロファイル
   →高品質のHI回転曲線を探索する際に、静かな進化を持つ低質量の矮小銀河をター
ゲットにするべき
・図6:'Halo 624’に対してedge-onに配置されたHI柱密度マップ
   →HIディスクと扁平な軸がよく一致している

【ロジック】 

Rey et al.（2022, 表1）で提示された矮小銀河（ ）

特にHIを持つ5つの矮小銀河（ ）に焦点
Teyssier 2002のコードを用いて、z=0まで進化
EDGEの模擬銀河群は、 のDMハロー内の10個の低質量矮小銀
河( )から構成されている
・図1:𝑧 = 0での球状平均DM密度プロファイル

104 ≦ M★ ≦ 2 × 106(M⊙)

105 ≤ MHI ≤ 106M⊙

109 ≤ M200 ≤ 3 × 109M⊙

M ≤ 2 × 106M⊙

【コメント】 　
  ・図3の2行目と4行目の銀河の違いは?

  ・図6のような図を他の矮小銀河に対して書くとどのようになるか
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